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平成２７年６月１３日(土) 

 

「これからの社会で必要とされる賢さ」の基盤としての「基礎学力」について 

学校法人安城学園 学園長 寺部 曉 

 

◆ 政治環境 

○ アクティブラーニングの導入 

○ 達成度テストの導入 

○ 大学入試制度の変更 

○ 教員の資質の向上 

○ 教育環境のＩＴ化の進展 

○ 高等職業教育機関の創設 

○ 国立大学、文系の見直しを 

◆ 経済環境 

○ 消費税のアップ 

◆ 社会環境 

○ 教育の市場化 

○ 人口の動向 

◆ 学力の剥落現象について 

○ 大田 堯 著『学力とはなにか』（国土社、1969年） 

○ 公教育と大衆の学力 

◆ 履修・獲得・剥落・活用状況等について 

○ 「一人ひとりの子どもは賢い」という前提に立って、教育を再生する必要がある。 

◆ 教育上の課題 

○ 獲得率における課題 

○ 剥落率における課題 

○ 活用率における課題 

◆ 若者の力をムダにする教育の実情 

◆ 各学校教育間の縦の接続について 

◆ 各学校教育段階の対応 

○ 初年次教育とリメディアル教育とキャリア教育が必要 

◆ リメディアル教育 

○ 特に、「基礎学力」に焦点を当て各学校段階で行うことが必要である 

○ 「基礎学力」は各学校教育段階における対応だけでは不十分 

◆ 基礎学力といっても… 

◆ これからの社会における賢さの基盤となる基礎学力 

○ 大人の基礎学力 

○ 基礎学力の三原色について 
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公教育と大衆の学力 

 

（１）算数について 

① 計算そのものは簡単であっても、そこから思考を組みなおす必要のある問題になると三

〇％台のものしか答えられなくなる。 

② 「人口一〇〇〇〇人の町がある。一年間二三％づつ人口が増すとし、二年後の人口を求

めよ」という問題は、％でひっかかって、一二％の正答率である。 

③ 一度学んだが忘れる度合の大きい問題は、比較的原理的ものの剥落が目立つ。 

 

（２）国語について 

① 漢字の読みもやや抽象的なものになると、六〇％台に落ちる。 

② 与えられた語句を結びつけて文章に組み立てるのも、三年程度のものでも、六〇％の正

答率である。 

③ 文を構成し、日常的な自分の身のまわりを表現する力が逆に低下するように思われる。 

 

（３）理科について 

① 経験的な観測だけでは捉えられない原理的な問題等、理科の学力の土台のようなものに

ついて、剥落している。 

 

（４）総括 

① 壮丁の学力は、その半ば以上のものが小学校四年程度のところにとどまっている。 

② 学力として残っているものは、日常の生活の必要から反復利用されるものに限られる。 

③ 四則計算以外は、全てといってよいほど経験的なものをもってしか生活していないのが

大衆の数学の学力である。 

④ 国語の学力などは、この点が一層はっきりあらわれている。 

⑤ 理科に至っては、全く学力として身につく余地もないといってよいほど惨たんたる成績

に終わっている。 

 

【参考】大田 堯 著『学力とはなにか』（国土社、1969年 国土新書） 



pcuser
タイプライターテキスト
平成20年6月 文部科学省「小学校学習指導要領解説 国語編」より
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